


はじめに
　文化の森周辺の家なみをながめてみると、色
鮮
あざ

やかなスレート葺
ぶ

きの屋根に混じって、日本
風の瓦葺き屋根も多くみられます。このような、
屋根に瓦を葺く技術が日本にもたらされたのは、
今から 1430 年ほど前のことでした。

瓦登場
　瓦造りの技術は、577 年、お寺を造る技術
の一

いっ

環
かん

として、朝鮮半島の百
く だ ら

済から日本へも
たらされました。この技術を用いて、588 年、
聖
しょう

徳
と く

太
た い

子
し

（厩
うまや

戸
ど の

王
お う

子
じ

）は、現在の奈良県高
たか

市
いち

郡
ぐん

明
あ

日
す

香
か

村
むら

に法
ほう

興
こう

寺
じ

（飛
あす

鳥
か

寺
でら

）を建
こ ん

立
りゅう

します。こ
れが日本における瓦屋根のはじまりでした。
　飛鳥寺の創建以後、大

やま

和
と

（現在の奈良県）を
中心とする当時の政治の中

ちゅう

枢
す う

部
ぶ

においては、多
くの瓦葺き寺院が建立され、次

し

第
だい

に瓦葺きは天
皇の住まいである宮

みや

や、役所、貴族の屋敷など
へと広がっていきます。

地方への瓦のひろがり
　一方、阿

あ

波
わ

のような地方の国々で本格的に瓦
造りが導入されるのは、7 世紀後葉からです。
これは、地方において有力者たちが古

こ

墳
ふん

造営を
停止し、それに代わるように寺院造営が活発化
することに対応するものでした。
　745 年、聖

しょう

武
む

天
て ん

皇
の う

は各国に官営の寺院であ
る国

こく

分
ぶん

寺
じ

・国
こく

分
ぶん

尼
に

寺
じ

を建立するように命じ、こ
れに応じて各国に国分寺・国分尼寺が建立され
ます。さらに、8 世紀後半には各国の国

こ く

庁
ちょう

（地
方の役所、いまの県庁舎のようなもの）も瓦葺
きになっていきました。
　このようにして、地方においても瓦葺き建物
が広がっていきました。ただし、古代において
は瓦葺きになったのは寺院や政治に伴

ともな

う施
し

設
せつ

の
みで、それ以外の建物は依

い

然
ぜん

として植物性の材
料で屋根を葺いていました。

徳島県の屋根瓦
　それでは、阿波の古代瓦はどのようなもの
だったのでしょうか。図４は現在までに見つ
かっている、古代寺院跡

あと

やその関連遺
い

跡
せき

の分布
を示したものです。ここでは、これらの遺跡か
ら出土した瓦のうち、徳島県立博物館が所蔵し
ている軒

の き

丸
ま る

瓦
がわら

・軒
の き

平
ひ ら

瓦
がわら

（図１参照）の一部を紹
介しましょう。

＜郡
こお

里
ざと

廃
はい

寺
じ

の瓦（図２－１・２）＞
　徳島県でもっとも古いと言われるのが、7 世
紀に建立されたと考えられている美馬市郡里廃
寺の瓦です。郡里廃寺の瓦で注目されるのは、
郡里廃寺と同じ模様の瓦が、他地域の遺跡から
も見つかることです。図２－１は、阿波国内で
は阿南市立

りゅう

善
ぜ ん

寺
じ

跡
あ と

でみつかっているほか、土
と

佐
さ

（高知県）の秦
じん

泉
ぜん

寺
じ

廃
はい

寺
じ

・野
の

田
だ

廃
はい

寺
じ

・野
の

中
なか

廃
はい

寺
じ

でも出土しています。また、図２－ 2 は、讃
さ

岐
ぬき

（香川県）の極
ごく

楽
らく

寺
じ

跡
あと

・弘
こう

安
あん

寺
じ

跡
あと

で出土して
います。
＜阿

あ

波
わ

国
こく

分
ぶん

寺
じ

・国
こく

分
ぶん

尼
に

寺
じ

の瓦（図２－３・図３）＞
　一方、8 世紀中葉に建立された官営寺院であ
る、阿波国分寺・国分尼寺の瓦はどのようなも
のだったのでしょうか。

瓦は何を語るのか？瓦
かわら

は何を語るのか？
Culture Club

�,�Š�y�Ï�E�y

図１　屋根瓦の名称　　
　　　神奈川県立博物館 1992『瓦が語る－かながわの古代寺

院』：p.98　図１
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　図２－３・図３の瓦は、徳島県立徳島工
業高校からの寄

き

贈
ぞう

資料であり、正確な出土
位置はわかりません。しかし、採集者によ
るものと考えられる資料への書きこみなど
から、それぞれ阿波国分寺・如

にょ

意
い

寺
じ

跡
あと

から
出土したものと推

すい

定
てい

され、これらと同じ模
様の瓦が、阿波国分寺・国分尼寺でも出土
しています。さらに、このような模様は、
大阪府難

なにわのみや

波宮跡
あと

や奈良県平
へ い

城
じょう

京
きょう

跡
あ と

に葺か
れた瓦のものとよく似ており、阿波以外の
国から導入されたものと考えられます。

おわりに
　このように、同じ模様の瓦が阿波以外の
国に存在する背景には、どのような事情が
あるのでしょうか。徳島県の瓦がもつ情報
を読み解いていけば、文

ぶん

献
けん

資料だけではわ
からない飛鳥時代・奈良時代の徳島県の歴
史を明らかにすることができるでしょう。
今後、さらに研究を進めたいと思っていま
す。

（考古担当）

Culture Club

図２　軒丸瓦　１･ ２郡里廃寺　３阿波国分寺跡　

徳島県博物館 1974『阿波の古代寺院』所収の図「阿波の古代寺院分布図」を再トレースし、一部改変

図３　軒平瓦　如意寺跡

図４　阿波の古代瓦出土遺跡・関連遺跡
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図４　阿波の古代瓦出土遺跡・関連遺跡
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出土した瓦から
いろいろなことが
わかるんだね
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平成25年度企画展

会　　期：平成25年

　　　　　4月27日（土）～6月9日（日）
　　　　　休館日　月曜（ただし4月29日、5月6日は開館、）　　　　　　　　　　　　　　　4月30日、5月7日は休館
会　　場：徳島県立博物館企画展示室（1階）
観覧料　一般200円、高校・大学生100円、小・中学生50円

※20名以上の団体は2割引
※土・日・祝日は高校生以下無料
※学校教育での利用は無料

大
おお

塩
しお

平
へい

八
はち

郎
ろう

画像（写、原本菊
きく

池
ち

容
よう

斎
さい

筆）
（大阪歴史博物館蔵）

手
て

塚
づか

家
け

資料　藍
あ い

売
う り

帳
ちょう

（徳島県立博物館蔵）

　江戸時代の徳島は、天下の台所大坂と経済的にも文化的にも密接な関係がありました。阿
あ

波
わ

国
のくに

の特産物
として有名な藍

あい

は、その質の良さから「阿波藍」と呼ばれ、大坂やその周辺地域に大量に運ばれ、使われ
ました。また、徳島とゆかりが深い大

おお

塩
しお

平
へい

八
はち

郎
ろう

や篠
し の

崎
ざ き

小
しょう

竹
ち く

の文化的な交流にも注目します。
　この展示では、古

こ

文
もん

書
じょ

や絵画資料などを通して、江戸時代における徳島と大坂の交流の一
いっ

端
たん

を紹
しょう

介
か い

します。

滑
こっ

稽
けい

浪
なに

花
わ

名
めい

所
しょ

　ざこば魚市
（関西大学図書館蔵）

豊
とよ

臣
とみ

秀
ひで

吉
よし

画像（伝
でん

 狩
か

野
のう

光
みつ

信
のぶ

筆）
（大阪城天守閣蔵）

関
連
行
事

記念講演会　大塩平八郎をめぐる人々 ～徳島と大阪の間～
講師　藪

やぶ

田
た

　貫
ゆたか

氏（関西大学大阪都市遺産研究センター長・　 ）　　　　　　　　　 関西大学文学部教授・大塩事件研究会会長
日時　５月26日（日）　13:30 ～ 15：00
会場　文化の森多目的活動室（1階）
備考　事前申込み不要、 参加無料 
展示解説
日時　４月28日（日）、５月12日（日）、６月９日（日）
　　　いずれも13：30 ～ 14：30
会場　博物館企画展示室（1階）
備考　事前申込み不要、観覧料が必要です

展示構成
Ⅰ　天下の台所大坂
　１　豊臣秀吉の大坂築城と大坂の陣
　２　描かれた大坂
Ⅱ　江戸時代の徳島
　１　蜂須賀家と徳島藩の成立
　２　描かれた徳島
Ⅲ　江戸時代の交流史
　１　海はむすぶ
　２　阿波藍がむすんだ交流
　３　大塩平八郎・篠崎小竹と徳島藩
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仏の正月
　仏の正月と呼ばれる行事があります。その年
亡くなった人を新

し ん

仏
ぼとけ

といいますが、その新仏が
初めての正月を迎

むか

えるための行事です。12 月
最初の辰

たつ

と巳
み

の日、または巳
み

と午
うま

の日に行われ、
タツミ、ミウマとも呼ばれます。徳島県西部を
はじめとして、四国地方中西部で行われます。
　この行事から、生

せい

者
じゃ

と死者の境
きょう

界
か い

の観
かん

念
ねん

、死
者への畏

い

怖
ふ

を知ることができます。地域や家に
よってやり方がちがいますが、ここでは、三
好市東

ひがし

祖
い

谷
や

での事例を紹介します。2011 年
12 月の東祖谷での調査時には、12 月４日（巳
の日）の朝、仏の正月を行う家が数

すう

軒
けん

ありました。
　当日、墓

ぼ

前
ぜん

には図１のような棚
たな

がつくられ、
棚には供

く

物
もつ

がのせられます。どの家でも共通す
るものは、豆

とう

腐
ふ

一丁と一升の餅
もち

米
ごめ

でついた餅で
す。なかには膳

ぜん

に料理をのせたり、一
いち

膳
ぜん

飯
めし

を供
そな

えたり、酒一升
しょう

を供えたりする家もあります。
また、棚には正月の注

し

連
め

飾
かざ

りとはちがう左縄の
注連飾りをつけます。この注連飾りに故

こ

人
じん

の
使った足

た

袋
び

（かつてはわらぞうり）を結びつけ

る家もあります。
　当日朝、親

しん

戚
せき

一同が墓
ぼ

参
さん

し、墓前で火をたき
ます。かつては、親戚一同が新仏のある家に集
まり、その日の深夜か翌日未明に墓に参ったよ
うです。墓前では、図２のように供物の豆腐と
餅が切り分けられ、包丁に突き刺

さ

したままの豆
腐や餅の一片が、順にわたされます。わたされ
た人は、図３のように食べるしぐさをしますが、
実際には食べることなく、図４のように後ろ向
きに投げ捨てます。豆腐や餅を食べると死者に
連れて行かれるなどと言われ、食べてはならな
いとされます。これが終わ
ると、かつては棚をナタで
なぎ倒し、そのまま振り返
らず帰宅したといいます。

（民俗担当：磯本宏紀）

図１　墓前につくられる棚 図３　包丁に刺してわたされた餅を食べるしぐさをする

図２　豆腐を包丁に刺してわたす 図４　餅を食べずに後ろに投げ捨てる

情 報 ボ ッ ク ス

地域によって
いろんな行事が
あるんだね
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館蔵品紹介

　徳島県立博物館にはさまざまな標本が保管さ
れていますが、学術的に特別な意味をもつもの
もいくつかあります。そのひとつが「タイプ標
本」です。新種を発表する時に世界共通の名
前である「学名」を新たに与えますが、その
際、証

しょう

拠
こ

となる標本をタイプ標本として指定
し、記

き

載
さい

論
ろん

文
ぶん

に明記します。さらに、そのうち
の 1 個体を「ホロタイプ（完

か ん

模
も

式
し き

標
ひょう

本
ほ ん

）」とし
て指定します。タイプ標本にはこの他にも「パ
ラタイプ（副

ふ く

模
も

式
し き

標
ひょう

本
ほ ん

）」や「レクトタイプ（後
こ う

模
も

式
し き

標
ひょう

本
ほ ん

）」などいくつかの種類がありますが、
「国

こく

際
さい

動
どう

物
ぶつ

命
めい

名
めい

規
き

約
やく

」（動物の名前の付け方に関
する国際的なルール）では、こうしたタイプ標
本を博物館や大学などの公的な研究機関に預け、
研究に活用できるよう安全に保管することが勧
告されています。ここでは、最近当館に寄贈さ
れた無

む

脊
せき

椎
つい

動
どう

物
ぶつ

のタイプ標本を紹介します。

アナンムシオイガイ（図１）
Cipangocharax ananensis  Yano, Tada & Matsuda, 2013
　徳島県阿南市のごく限られた石灰岩地帯に生
息する微

び

小
しょう

な陸
りく

貝
がい

で、最近（2013 年 1 月）新
種として日本貝類学会誌「VENUS」に発表さ
れました。これまでに十数個体しか採集されて
いない希

き

少
しょう

性
せ い

の高い種です。ホロタイプは国立
科学博物館に保管されていますが、パラタイプ
の 3 個体が著者の一人松田春菜博士によって

当館に寄贈されました。

クヌギズイムシハナカメムシ（仮称） （図 2）
Lyctocoris ichikawai  Yamada & Yasunaga, 2012
　2002 年に香川大学教授（当時）の市川俊
英博士によって発見されたカメムシの一種で、
2012 年に電子ジャーナル誌「Zootaxa」に新
種として発表されました。香川県と熊本県の樹

じゅ

液
えき

が滲
し ん

出
しゅつ

する限られたクヌギでしか見つかって
いない珍しい種で、詳しい生態は明らかにされ
ていません。新種記載に用いたタイプ標本は当
館にて保管されていますが、パラタイプの一部
はアメリカ自然史博物館にて保管されています。

　発表されたそれぞれの論文には、当館に収蔵
されていることが登録番号とともに記されてい
ます。博物館はこうした
タイプ標本に限らず、多
くの標本を恒

こ う

久
きゅう

的に保
管する責任を負っている
のです。

 （動物担当：山田量崇）

博物館に保管されているタイプ標本

図１　アナンムシオイガイ（写真提供：松田春菜氏）

図 2　クヌギズイムシハナカメムシのホロタイプ

博物館には　　　
貴重な標本が　　

保管されているんだね
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　徳島県から恐竜の化石は、発見されています。
徳島県の恐竜化石は、1994 年に高知大学の
大学院生が地質調査中に勝

か つ

浦
う ら

町
ちょう

から発見しまし
た（図１）。勝浦町周辺には、約１億 3000 万
年～１億年前の物

もの

部
べ

川
がわ

層
そう

群
ぐん

と呼ばれる白
はく

亜
あ

紀
き

前
ぜん

期
き

の地層が分布しています。物部川層群は、淡
たん

水
すい

から汽
き

水
すい

域
いき

（海と川の間にある海水と淡水が
まざる干

ひ

潟
がた

のような環境）で堆
たい

積
せき

した地層（立
たつ

川
かわ

層
そう

）と海で堆積した地層（羽
は

ノ
の

浦
うら

層
そう

、傍
ほう

示
じ

層
そう

、
藤
ふじ

川
かわ

層
そう

）でできており、恐竜化石は、淡水や汽
水域で堆積した地層から発見されました。
　化石は、約 1.5cm と小さく、光沢のある黒
色をしており、一見、炭化した植物化石のよ
うにも見えます（図２）。しかし、研究の結果、
化石の特徴から植物食恐竜のイグアノドン科の
歯だと推定されました（図３）。
　徳島県で発見された恐竜化石は、この 1 つ
の標本だけですが、四国で発見された唯一の恐

竜化石です。一方、近年、福井県勝山市や兵庫
県丹波市から続々と恐竜の化石が発見されてい
ます。福井県や兵庫県の恐竜化石も淡水や汽水
域で堆積した地層から発見されたものです。恐
竜は陸上で生きていた生物です。そのため、恐
竜化石は、湖や川、干潟などの陸や陸近くで堆
積した地層から発見されることが多いのです。
福井県や兵庫県には、淡水や汽水域で堆積した
地層がたくさん露出しています。それに対して、
徳島県に分布する同時代の地層のほとんどは、
海で堆積した地層で、淡水や汽水域で堆積した
地層はわずかです。そのため、福井県や兵庫県
のようにたくさんの恐竜化石の発見は難しいか
もしれません。
　しかし、徳島から恐竜の化石が産出している
のも事実です。今後、第二、第三の恐竜化石が
見つかることが期待されます。

 （地学担当：辻野泰之）

図１　恐竜の化石が発見された勝浦町の沢

図３　イグアノドン科の恐竜
のイメージ図

　　　絵：大塚吉雄氏

図 2　徳島県勝浦町から発見されたイグアノドン科の歯化石

?
QQand 徳島県から恐

きょう

竜
りゅう

の化石が発見されてるって、
本当ですか？
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４月から６月までの博物館普及行事　　あなたも参加してみませんか？

◎小学生が参加する場合は、保護者同伴でお願いします。

◎ 1 枚の往復はがきで、1 行事のみ申し込むこ
とができます。

◎行事日の 1ヵ月前から10日前までに必着で
右記までお申し込みください。

◎返信用はがきの住所・氏名も忘れずに記入して
ください。

◎希望者が多数の場合は抽選とし、詳細は当選さ
れた方にお知らせします。

◎原則として、参加費は無料です。

※お問い合わせは、徳島県立博物館　普及係へ（電話 088-668-3636）

普及行事のお申し込みについて

50 〒770-8070

往信
徳島市八万町
　　　向寺山
徳島県立博物館
　　　　普及係

＜往信の表面＞ ＜返信の裏面＞

何も書かないで
ください

50 〒

返信
あなたの
　郵便番号
　住所
　氏名

1.参加希望の
　行事名
2.参加希望者
　全員名（学年）
3.住所
4.電話番号

＜返信の表面＞ ＜往信の裏面＞
往復はがき記入例

博物館友の会に入会しませんか！ 学校の先生方にお知らせ！

　博物館友の会は、博物館を積極的に利用し、自然や歴史・
文化に親しみ、参加・体験しながら子どもから大人まで
楽しく学んでいきます。ふるってご入会ください。
■年会費　・個人会員 2,000 円　・家族会員 3,000 円
■会員の特典
　・年間を通して博物館の常設展、企画展の観覧料が無料になります。
　・友の会の楽しい行事に参加できます。
　・友の会の出版物やミュージアムショップの品物を、割引価格で購入できます。
　・催し物案内、博物館ニュース、会報等が送付されます。
くわしくは友の会事務局まで（電話088-668-3636）

学校で 授業で 博物館を
　活用してみませんか？

　徳島県立博物館では、博物館のもつ資源（もの・情報・
人）を学校教育の場で有効に活用していた
だきたいと考えています。

●遠足で展示の見学ができます。
●博物館で授業ができます。
●博物館資料の貸し出しをしています。
●出前授業を行っています。

　学習内容に関する質問など、何で
もお気軽におたずねください。動
物、植物、地学、考古、歴史、民
俗、美術工芸といった専門分野の
学芸員がご相談に応じます。
　すべて無料ですので、まずは博
物館普及課までお電話ください。

シリーズ名 行　　事　　名 実施日 実施時間 申込 対　象（定員） 備　考

野外生きものかんさつ

初めての植物かんさつ（春編） 4月21日（日） 10:00 ～ 12:00 不要 一般 (15)
春の昆虫ウォッチング 5月  6日（月） 13:30 ～ 15:30 要 小学生から一般 (20) 現地集合
磯の生きものかんさつ 5月11日（土） 11:30 ～ 13:30 要 小学生から一般 (70) 現地集合
初めての植物かんさつ（晩春編） 5月18日（土） 13:30 ～ 15:30 不要 一般 (15) 一般
初めての植物かんさつ（梅雨期編） 6月16日（日） 13:30 ～ 15:30 不要 一般 (15) 一般

ワクワクむかし体験 ところてんをつくろう①（出羽島）［②とセット］ 4月28日（日） 10:30 ～ 15:30 要 小学生から一般 (25) 現地集合
ところてんをつくろう②［①とセット］ 6月  9日（日） 13:30 ～ 15:30 要 小学生から一般 (25)

那賀川アドベンチャー 花咲き乱れる春の那賀川を歩こう（鷲敷） 5月19日（日） 13:30 ～ 15:30 要 小学生から一般 (20) 現地集合
那賀川上流の地層見学 6月  2日（日） 13:00 ～ 15:30 要 小学生から一般 (25) 現地集合

古 文 書 講 座 古文書手習い初級編
（全 7 回セットの講座）

5月18日（土）・6月15日（土）
7月20日（土）・9月21日（土）

10月19日（土）・11月16日（土）
12月21日（土）

13:30 ～ 15:00 要 一般 (20) 申込みは初回時
に受け付けます

海部自然・文化セミナー 四国南東部の地形と地質　見どころ案内 5月19日（日） 13:30 ～ 15:00 不要 小学生から一般 (50) 海陽町立博物館
中世の怪異と妖怪 6月23日（日） 13:30 ～ 15:00 不要 小学生から一般 (50) 海陽町立博物館

博物館スペシャル こどもの日フェスティバル 5月  5日（日）   9:30 ～ 16:00 不要
歴 史 散 歩 徳島・美馬の遺跡見学バスツアー 5月12日（日）   9:00 ～ 17:30 要 小学生から一般 (45) 貸切ﾊﾞｽ
たのしい地学体験教室 白亜紀の地層見学（勝浦） 5月12日（日） 13:00 ～ 16:00 要 小学生から一般 (25) 現地集合
ミ ク ロ の 世 界 電子顕微鏡で植物を見よう！① 6月30日（日） 13:30 ～ 15:00 要 小学生から一般 (20)
ミュージアムトーク 徳島の湿生植物 4月21日（日） 13:30 ～ 15:00 不要 小学生から一般 (50)

企画展関連行事

企画展「天下の台所大坂と徳島」展示解説 4月28日（日） 13:30 ～ 14:30 不要 小学生から一般 観覧料必要
企画展「天下の台所大坂と徳島」展示解説 5月12日（日） 13:30 ～ 14:30 不要 小学生から一般 観覧料必要
春の外来植物を探そう 5月26日（日） 13:00 ～ 16:00 要 小学生から一般 (20) 現地集合
企画展記念講演会「大塩平八郎をめぐる人々」 5月26日（日） 13:30 ～ 15:00 不要 小学生から一般
企画展「天下の台所大坂と徳島」展示解説 6月  9日（日） 13:30 ～ 14:30 不要 小学生から一般 観覧料必要

部門展示関連行事 部門展示 ｢徳島の湿地｣ 展示解説 4月21日（日） 15:00 ～ 15:30 不要 小学生から一般 観覧料必要
部門展示 ｢カブト・クワガタ展｣ 展示解説 6月23日（日） 14:00 ～ 14:30 不要 小学生から一般 観覧料必要

◎小学生が参加する場合は、保護者同伴です。
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